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北海道内湧水施設の周辺環境と水質
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　The　water　quality　and　erlvironmental　condition　were　studied　at　53　spring　water　facilities　in
Hokkaido．　The　breakage　of　water　conveyance　pipe　was　observed　at　one　spring　water　facility　by　the
environmental　condition　survey．　The　traces　of　approach　of　sorne　wild　animals　and　the　trash　or
rubbish　in　a　litter　were　also　observed　at　the　surrounding　of　other　several　facilities．　Based　on　the
results　of　water　quality　s皿’vey，　only　one　spring　water　facility　was　clarified　to　be　not　sllitable　for
drinking　due　to　the　presence　of　E．60あ。　Although　the　concentrations　of　nitrate－and　nitrite－nitrogen
in　some　spring　waters　were　above　the　half　value　of　the　water　quality　standard　for　the　item，　all　other
spring　water　facilities　were　adequate　for　drinking　by　the　basis　of　the　water　quality　standards　in
Japan．
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目 的
　北海道には良質で豊富な湧水が各地に存在し，おいしい
水として地域の住民や観光客等により飲用されているもの
も多い．しかし，これらの湧水は水道法や北海道飲用井戸
等衛生対策要領1）の適用外であるため，その多くは水質や
管理状況等が不明である．これら湧水施設の周辺が不適切
な環境保全状況にあると，キツネ等の野生動物の糞便等に
より大腸菌，クリプトスポリジウム，エキノコックス等の
病原微生物で汚染される危険性が高く，大腸菌検出により
飲用不適と判定された湧水の事例もある．また，地下水の
硝酸及び亜硝酸イオンの含有量が高い地域が道内各地にあ
ることが明らかになっているが2　4），湧水での実態は不明
な状況にある．このため，北海道環境生活部は飲料水対策
の一環として，平成17年から平成19年にかけ北海道湧水
施設実態調査を実施した．
　本調査では，道内で不特定多数の者に飲用に利用されて
いる湧水施設の利用状況や周辺環境を把握し，湧水の糞便
汚染の有無，水質成分組成や化学物質の含有量の実態を水
質基準等に基づいて評価した．本調査の目的は，それらの
結果に基づき，湧水施設の設置者または管理者が行う飲用
に係る安全性確保に向けた対策や，道が実施する衛生管理
指導に資することである．
　本調査は，道内の湧水施設把握のために実施した湧水施
設利用実態調査，現地における周辺環境調査及び水質調査
からなるが，本報告では水質調査の結果を中心に述べる．
串北海道環境生活口封境局環境保全課（当時）
方 法
1．調査対象施設
　湧水，伏流水等を水源とし，管や樋等を用いて容易に利
用できる形態で不特定多数の者が飲用のために利用してお
り，設置者または管理者が明確である施設を対象とした．
　ただし，居住者が生活用水を確保するための自家用の湧
水等を，居住者以外の不特定多数の者に利用させているも
のは除外した．
　環境生活部環境局環境保全課が各保健所を通じて実施し
た湧水施設利用実態調査により，上記の要件に合致する湧
水施設は，道内に55施設あることがわかった．このうち
2施設は休止中であり，実質的な調査対象は53湧水施設
であった．
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2．調査期間
　本調査は，平成17年度から平成19年度の3力年に実施
した．現地調査は，平成17年8月掛10月，平成18年6
月～8月及び平成19年7月～8月の間に実施した．
3．周辺環境調査
　53湧水施設のうち，施設管理者の都合により調査を行
わなかった1施設を除く52施設について，現地において
所轄保健所が以下の事項につき目視による周辺環境調査を
実施した．
・設置場所（公園内，登山道沿い，工場敷地内等）
・地表面の状況（舗装，砂利，土等）
・周囲の汚染源の有無（浄化槽等，ゴミ等の保管・散乱，
　動物の形跡，農薬等の散布等）
・施設の破損の有無（亀裂・破損，地表水の混入等）
4．水質調査
　53湧水施設のうち，水道事業や業務用の原水として，
それぞれ関係法令に基づく定期的な水質検査が行われてい
る4施設を除く49施設について水質調査を実施した．
1）水質調査項目
　49湧水施設について共通の水質調査項目は，次の計18
項目である．基本的水質項目として，水温，一般細菌，硝
酸塩窒素及び亜硝酸態窒素，全有機炭素（TOC），　pH値，
味，臭気，色度の8項目．クリプトスポリジウム関連項目
として，大腸菌，嫌気性芽胞菌（ウェルシュ菌芽胞）及び
濁度の3項目．水質主要成分である，ナトリウム，カリウ
ム，カルシウム，マグネシウム，塩化物イオン，硫酸イオ
ン及び炭酸水素イオンの7項目．
　上記の18項目に加え，各湧水施設の地理的な位置，施
設近隣の有害物質の発生源となる事業所等の有無などを考
慮し，水道水質基準項目の中からそれぞれ適当な項目を選
定して調査項目とした．また，塩素滅菌装置を設置してあ
る8湧水施設については，トリハロメタン類等10項目の
消毒副生成物を調査項目として追加した．
2）試料の採取
　試料は現地において各湧水施設の取水口から当所が採取
したが，離島に存在する数カ所の湧水施設については所轄
保健所に試料採取を依頼した．試料は速やかに当所試験室
に搬入の後，水質試験に供した．
　ただし，水温及びpH値の測定は，試料採取直後に現地
にて行った．
3）水質試験方法
　厚生労働省告示の及び上水試験方法6）に準じた．
施設，民間（企業，団体等）が25施設，個人が9施設で
あった．各湧水施設の水量は，1分問当り10L以下から
55，000しまで，施設により大きな差があった（表1）．年
間利用者数は，少ない施設では100人程度であるが，70
万人近い利用者が訪れる施設もあった（表2）．
2．周辺環境調査結果
　周辺環境調査を行った52湧水施設のうち，1施設にお
いて施設の破損が認められた．この施設では，湧水の水源
上部にコンクリート製の枡を設け，その下部に塩化ビニル
製の導水管を接続して数10m離れた取水口まで湧水を導
いていたが，調査時には水源と取水口との中間で導水管が
破断していた．導水管の破断箇所付近は水溜り状態となっ
ていたが，取水口までの高低差により取水口での湧水採取
は可能であり，その水質には特に異常は認められなかった．
　このほか，2施設において水源または取水口周辺に野生
動物が侵入した形跡が認められ，他の2施設では施設内ま
たは施設周辺にゴミの散乱が確認された．その他の施設で
は，概ね適正に衛生管理がなされていた．
3．水質調査結果
1）基本的項目
　各湧水施設における，基本的水質項目の調査結果を表3
に示す．いずれの施設においても，水道水質基準を超過す
る項目はなかった．
　一般細菌は，39施設において不検出であり，検出され
た施設でも1mL当りの集落数は10以下のものがほとん
どであった．
　味及び臭気については，異常と認められる湧水施設はな
表1各湧水施設の水量の分布
水量（1分間当り） 施設数
　10L以下
　10～　　50L
　50～　100L
　100～　500L
　500～1，000L
1，000～5，000L
5，000L以上
　　不明
10
14
2
1
2
3
1
20
表2　各湧水施設の年間利用者数の分布
年間利用者数 施設数
結果及び考察
1．利用実態調査結果
　調査対象とした53湧水施設の所在地は，道南11，道央
16，道北13，道東13であり，道内全域にほぼ均等に分布
していた．原水の種別としては，湧水が39施設で最も多
く，次いで井戸水が10施設，伏流水が4施設であった．
施設の設置者・管理者としては，市町村によるものが19
　1，000人以下
　1，000～5，000人
　5，000～10，000人
10，000～50，000人
50，000～100，000人
100，000～500，000人
　500，000人以上
　　　不明
5
12
5
7
0
5
1
18
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　　　　　　　試料採取No　所在地　　　　　　　年月日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
道南
道南
道南
道南
道南
道南
道南
道南
道南
道南
道南
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道央
道北
道北
道北
道北
道北
道北
道北
道北
道北
道北
道北
道東
道東
道東
道東
道東
道東
道東
道東
道東
道東
道東
道東
道東
17．10．3
17．10．3
！7．10．3
17．9．28
17．9．27
17．9．27
17．9．27
17．9，27
17．927
17ユ0．4
17．10．4
17．10．31
17．10．31
17．10．31
17．8．29
！7．8．22
17．8．22
18．7．25
18．7，25
18．7．25
18．6．26
！8．6．27
19．7．2
19．7．2
19．7．2
18．8．7
18．8．7
18．7．10
18．7．10
18．8．8
18．8．8
18．6．26
18．7．10
18．7．10
18．7．10
18．7．11
19．7．25
19．7．25
19．7．24
19．7．25
19．7．24
19．7．24
19．8．6
19．8．7
19．8．7
19．8．7
19．8．28
19．8．28
19．8．28
水道水質基準
表3　水質調査結果（基本的項目）
水温　一般細菌
（℃）　（CFU／mL）
硝酸態窒素
及び亜硝酸
　態窒素
（mg／L）
TOC　　pH値
（lng／L）
12．8
11．6
8．7
10．8
9．7
14．5
11．9
11．0
16．0
11．1
9．1
19．1
8．6
12．6
11．7
8．9
9．0
8．4
9．9
11．3
13．2
9ユ
9．3
9．9
7．8
7．4
8．6
10．4
9．1
9．0
11．6
7．0
6．0
6．5
8．1
11．9
12．2
6．8
4．5
23．1
9．7
10．1
12．0
！2．0
10．0
7．4
9．6
7．0
0
0
0
1
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
5
15
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
4
0
0
0
　0．07
　0．23
　0．22
　0．13
　2．19
　0．61
　2．06
　1．52
　0．04
　0．21
〈0．02
　0．32
〈0．02
　1．39
　0．23
　5．36
　0．80
　027
　0．06
　0．20
＜0．02
　0．35
　0．18
　0．59
　0．30
　2．03
　0．35
　0．94
　0．14
　0．13
　024
　0．52
　0．20
　0．19
　0．33
　0．13
　0．89
　0．04
　1．42
　0．02
　0．03
　0．21
　0．77
　7．43
　6．43
　7，96
　0．08
　0．04
　3．04
〈0．5
〈0．5
＜0．5
＜0．5
　0．6
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
〈0．5
＜0．5
〈0．5
　0．9
　0．8
　0．7
＜0．5
〈0，5
〈0．5
＜0．5
〈0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
〈0．5
〈0．5
　0．6
〈0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
　0．5
＜0．5
　0．5
＜0．5
　0．6
　0．7
　0．7
　0．6
　0．5
＜0．5
〈0．5
＜0．5
＜0．5
7．9
7．6
7．7
7．8
6．5
7．7
7．3
6．8
7．5
7．2
8．3
7．3
8．4
6．6
7．0
6．4
7．0
6．9
6．9
7．3
7．3
7。1
7．1
7．1
7，3
6．3
6．6
6．3
8．1
6．8
6．2
7．1
7．3
7．2
6．6
7．0
6．8
7．1
6．9
7．4
6．6
7．3
6．0
6．8
6．6
6．4
7．6
6．8
7．0
100以下 10以下　　5以下　5．8～8．6
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味 臭気 色度
（度）
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
異常なし
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
〈0．5
＜0．5
＜0．5
〈0．5
＜0．5
＜0．5
　2．0
　0．7
＜0．5
＜0．5
　0．9
〈0．5
〈0．5
〈0．5
　1．7
　3．8
＜0．5
　0．8
＜0．5
＜0．5
く0．5
く0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
　1．3
＜0．5
〈0．5
＜0，5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
〈0．5
　0．5
＜0．5
〈0．5
〈0．5
＜0．5
＜0．5
＜0．5
　1．1
＜0．5
異常の　　　異常の　　　　　　　　　　　5以下ないこと　　ないこと
表4　水質調査結果（クリプトスポリジウム関連項目・水質主要成分）
　　　　　　　嫌気性　　　大腸菌　　　　　　　　　濁度　　　　　　　芽胞菌No
　　（100mL中）（100　mL中）　（度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭酸水素ナトリウム　カリウム　カルシウムマグネシウム塩化物イオン硫酸イオン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イオン
（mg／L）　（mg／L）　（mg／L）　　（lng／L）　　（mg／L）　　（mg／L）　（mg／L）
！
2
3
4
5
6
7
8
9
10
1！
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
3！
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陽性
陰1生
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
陰性
＜0．1
＜0．1
＜0．1
＜0．1
〈0ユ
＜0ユ
〈0．1
〈0．1
〈0．1
＜0．1
＜0．1
〈0．1
＜0．1
〈0．1
＜0．1
＜0，1
＜0．！
〈0．1
〈0ユ
〈0．1
〈0．1
　0．1
＜0．1
〈0．1
〈0．1
＜0．1
〈0．1
＜0．1
＜0．1
〈0ユ
＜0．1
＜0．1
＜0．1
＜0．1
＜0．1
＜0．1
〈0．1
〈0ユ
く0．1
〈0．1
〈0．1
＜0．1
＜0．1
＜0．1
＜0．1
〈0．1
〈0，1
＜0．1
＜0．1
7ユ
6．8
6．3
6．9
34．3
15．7
23．3
35．2
12．3
5．9
8，9
5．7
12．1
10．7
2．4
20．1
5．1
8．7
10．5
8．2
5．4
9．2
6．3
6．6
6．5
6，8
17．4
7．9
5．9
5．0
5，9
8．2
11．5
15．0
14，0
5．1
5．7
3．4
6．5
3．1
24．7
5．6
6．8
10．2
9．7
5．5
5．7
4．0
8．4
2．7
1．9
1．5
2．7
11．2
4．1
5．1
10．8
5．1
0．5
2．0
1．3
0．8
1．8
0．5
4．6
1．7
L5
2．4
1．8
1．8
1．2
1．2
1．3
L7
3．8
3．9
2，7
0．4
1．4
4．1
1．6
1．6
2．1
1．8
3．4
4．2
1．1
2．2
1．0
3，0
0．8
3．1
5．9
2．5
2．2
2．0
1．9
1．0
10、3
5．5
6．4
6．1
7．5
7．2
12ユ
7．2
6．0
6．7
34．2
3．8
7．2
8．5
7．9
28，0
6．8
7ユ
3．9
3．9
3．2
5．7
11．7
6．2
7．2
5．7
27．2
2．1
4．9
6．7
3．2
3，5
2ユ
3．2
4．9
0．7
2．4
4．6
11．1
4．5
2．4
5．7
9．8
23．2
18．7
18．7
5．1
4．7
13．0
3．7
3．6
3．2
1．9
8，7
2．5
62
5．1
2．9
1．9
2．9
！．8
2．0
2，3
0．7
6．4
2，5
4．8
4．1
3．6
1．7
3．0
5．1
2．6
2．9
2．7
12．3
2．3
3．4
3．2
1．8
2．3
2．8
3．2
3．4
L4
，1，7
1．7
2．4
1．5
4．6
4．0
4．9
7．2
7．3
5．2
1．7
1．4
4．7
10．2
9．0
8．9
10．8
72．8
34．7
43．3
85．4
23．0
！0．7
12．6
4．2
4．0
10．0
1，5
39．6
4．7
7．0
12．6
9．8
6，8
10。7
15．3
5．6
8．0
3．9
28，1
6．6
4．7
2．3
2．9
7．1
11．0
18．8
11．0
2．9
5．2
2．5
4．7
1．8
37．8
7．0
6．O
l7．9
10．0
5．0
2．8
1．8
5．7
12．4
4．9
3．5
2．9
17．5
3．6
5．9
11，8
3．0
3．3
25．9
3．4
2．2
5．0
2．8
34．9
3．7
14．9
1L1
2．9
3．6
3，3
6，7
102
5．8
12．5
74．5
1．6
2．3
2．8
4．9
7．6
3．0
4．8
3．8
2．6
7．6
2．7
17．2
2，5
7．5
2．5
12．1
0．5
21．2
28．7
1．8
1．5
4．5
37．6
34．7
34．9
29．6
44．5
30．7
59．5
21．5
33．6
2315
78．2
25．9
46．5
38．8
12．8
34．8
28．0
34．8
27．0
32．3
18．3
33．0
39．2
23．2
27．1
20．3
38．8
20．9
32．5
41．9
26．5
18．2
26．6
27．2
42．2
17．5
16．2
24．2
27．0
22．6
23，6
30．6
45．8
78．7
46．5
19，0
35．3
31．7
58，9
水道水検出され
質基準ないこと 2以下200以下 200以下
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く，pH値も正常な範囲であった．
　TOCは，38施設において水質基準（5mg／L）の1／！0
以下であり，1mg／L以上の施設はなかった．
　色度は，4ユ施設において水質基準（5度）の1／10以下
であり，最高値は3．8度であった．
　硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素は，49湧水施設中46施設
で検出された（定量下限値0．02mg／L）．大部分の湧水施
設で，その値は水質基準（10mg／L）の1／10以下であっ
たが，4施設においては水質基準の1／2を超える濃度で
あった．この4施設のうち3施設は道東地域に位置する施
設である．道内では，道東の一部の地域において硝酸態窒
素及び亜硝酸態窒素を高濃度に含む地下水の存在が明らか
とされている2－4）．地下水の硝酸態窒素による汚染の原因
としては地質的要因のほか，畑作地における過剰な施肥，
家畜排泄物の不適正処理等が指摘されている7）．湧水は地
下水の一種目あり，それらの影響を受ける可能性があるた
め，硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素濃度が比較的高い湧水施
設にあっては，その濃度の推移に注意が必要である．
2）クリプトスポリジウム関連項目
　各湧水施設における，クリプトスポリジウム関連項目及
び水質主要成分の調査結果を表4に示す．
　水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針8）では，
クリプトスポリジウム指標菌として，糞便汚染の指標であ
る大腸菌及び嫌気性芽胞菌が指定されており，これらの菌
が検出された場合には，クリプトスポリジウムによる汚染
の恐れがあると判断される．多くの湧水施設は人里離れた
場所に存在しており，野生動物等が近づく可能性が大きい
ことから，本調査では，これらの指標菌についても調査を
行った．嫌気性芽胞菌はすべての湧水施設で陰性であった
が，大腸菌が1湧水施設で検出された．水道水質基準では，
大腸菌は検出されてはならないこととなっており，この湧
水は飲用不適と判断された．
　また，同指針では，浄水施設におけるろ丁丁の濁度を
0．1度以下に維持することとされている．クリプトスポリ
ジウム・オーシストも粒子の一つであり，水の濁度が0．1
度を超える場合には，それが混入した可能性が疑われるた
表5　水質調査結果（施設周辺の状況により選定した項目）
　　　ヒ素及び　　ホウ素及び　　　　 　　　　　　　　　　1，4一ジオ　　　　　　　　　　　　四塩化炭素No　その化合物　その化合物　　 　　　　 　　　　　　　　　　キサン
　　　（mg／L）　　　（mg／L）　　　（mg／L）　　　（mg／L）
1，1一ジクロロ　シスー1，2一ジク
エチレン　　ロロエチレン
（mg／L）　　　（mg／L）
ジクロロ　テトラクロロトリクロロ
メタン　　エチレン
（mg／D　　　（m9／L）
　　　　　ベンゼンエチレン
（m9／L）　　　　（mg／L）
1
2
3
5
7
8
12
16
20
25
41
0．004
0．030
0．025
0．035
0．018
〈0．0001　　　く0．005
＜0．0001　　　く0．005
〈0．0001　　　く0．005
＜0．0001　　　＜0．005
く0．0001　　　く0．005
＜0．0001　　　く0．005
〈0．0001
く0．0001
＜0．0001
〈0．0001
〈0．0001
〈0．0001
＜0．0001　　＜0．0001　　＜0．0001
＜0．0001　　〈0．0001　　＜0．0001
＜0．0001　　〈0．0001　　〈0，0001
〈0．0001　　〈0．0001　　〈0．0001
＜0．0001　　〈0．0001　　く0．0001
＜0．0001　　く0．0001　　〈0．0001
＜ ． 001　　〈0．0001
＜ ． 001　　〈0．0001
〈 ． 001　　＜0．0001
＜ ． 00ユ　　〈0．0001
． 012　　〈0．0001
＜ ． 001　　＜0．0001
水道水　　　0．01以下　　1以下　0．002以下質基準 0．05以下　0．02以下　0．04以下　0．02以下　0、01以下　0．03以下　0．01以下
表6　水質調査結果（消毒副生成物）
　　クロロ酢酸　　　　　　　　ホルムNo
　　　（mg／L）　　（mg／L）
クロロ　　ジクロロ　　ジブロモ
酢酸　　クロロメタン
（rng／L）　　（mg／L）
臭素酸　　　　　メタン　　　酢酸
（mg／L）　　（mg／L）　　（mg／L）
総トリハロ　トリク甲南ブロモジク　プロモ　　ホルム
ロロメタン　ホルム　　アルデヒド
（mg／L）　　（mg／L）　　（mg／L）
5
7
8
9
14
37
38
41
く0．002
く0．002
く0．002
く0．002
く0．002
＜0．002
く0．002
＜0．002
〈0．0001
〈0．0001
〈0．0001
く0．0001
〈0．0001
　0．0002
　0．0002
　0．0005
く0．004
く0．004
〈0．004
く0．004
く0．004
く0．004
く0．004
く0．004
〈0．0001
＜0．0001
＜0．0001
く0．0001
　0．0003
　0．0003
　0．0003
〈0．0001
く0．001
く0．00！
く0．001
く0．001
〈0．001
く0．001
＜0．001
　0．001
〈0．0001
＜0．0001
〈0．0001
＜0．0001
　0．0007
　0．0009
　0．0007
　0．0005
く0．0幽
く0．02
〈0．02
〈0．02
く0．02
く0．02
く0．02
＜0．02
＜0．0001
〈0．0001
〈0．0001
＜0．0001
＜0．0001
　0．0004
　0．0002
＜0．0001
＜0．0001
く0．0001
〈0．0001
＜0．0001
　0．0004
＜0．0001
〈0．0001
＜0．0001
く0．003
く0．003
く0．003
く0．003
く0．003
く0．003
〈0。003
く0．003
水道水　　　0．02以下　0．06以下　0．04以下質基準 0．1以下　0．01以下　0．1以下　　02以下　0．03以下　0．09以下　0．08以下
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めである．本調査では，すべての湧水施設においてその濁
度は0．1度以下であり，クリプトスポリジウムによる汚染
の可能性は認められなかった。
3）水質主要成分
　各成分の濃度は，ナトリウム2．4～35．2mg／L，カリウ
ム0．4～11．2mg／L，カルシウム0．7～34．2mg／L，マグ
ネシウム0．7～12，31ng／L，塩化物イオン1．5～85．4mg／
L，硫酸イオン0．5～74．51ng／L，炭酸水素イオン
12．8～78．7mg／しであり，いずれの成分も広い濃度範囲
に分布していた．
　道南，道東の幾つかの湧水施設で，水道水質基準が設定
されているナトリウム及び塩化物イオンの濃度が比較的高
く基準の1／10を超えていたが，水質基準を超過する施設
はなかった．カルシウム及びマグネシウム濃度から算出さ
れる硬度は7．5～118．6mg／しの範囲であり，硬度につい
ての水道水質基準（300mg／L）を超える施設はなかった．
4）施設周辺の状況により選定した水質調査項目
　調査対象とした湧水施設のうち，温泉地の近隣にあり地
質的にヒ素濃度が高いと懸念される1施設についてヒ素を，
海岸付近に存在するためホウ素濃度が高いと懸念される4
施設についてはホウ素を調査項目として追加した．表5に
示すように，それらの濃度は水道水質基準と比べ，特に問
題となるものではなかった．
　また，近隣にガソリンスタンド，クリーニング店等が存
在する6湧水施設については，ベンゼン，トリクロロエチ
レン等の有機化学物質8種について調査を行った．その結
果，1施設においてトリクロロエチレンが0．0012mg／L
検出された以外は，いずれも定量下限値未満であった．
5）消毒副生成物
　塩素滅菌装置を設置してある8湧水施設について行った，
消毒副生成物10項目の調査結果を表6に示す．4湧水施
設において，クロロホルム等のトリハロメタン類が低濃度
で検出されたが，総トリハロメタンとしては，いずれの施
設も水道水質基準の1／100以下であった．ク潮目酢酸類，
臭素酸及びホルムアルデヒドは，調査したすべての湧水施
設において定量下限値未満であった．
　本調査により，数カ所の湧水施設で導水管破損等，不適
切な衛生管理の状況が確認され，1湧水施設が大腸菌検出
により飲用不適と判断された．その他の湧水施設について
は，衛生管理，水質とも概ね適正と認められた．衛生管理
状況が不適切であった湧水施設については，設置者に対し
て保健所により速やかに指導が行われ改善が図られた．飲
用不適とされた施設についても，保健所の指導により，飲
用の際は煮沸するよう表示するなどの改善措置がなされて
いる．
　天然水の水質は常に一定というものではなく，本調査の
結果は各湧水の安全性を将来にわたって保証するものでは
ない．天候状況による水質の悪化や，周辺環境の変化によ
る水質汚染発生の恐れも想定されるため，今後も定期的な
水質検査と注意深い衛生管理が必要である．
要 約
　北海道内の53湧水施設を対象として，周辺環境調査及
び水質調査を実施した．周辺環境調査により，1施設で導
水管の破損が認められた．また，数施設で野生動物の侵入
の形跡，ゴミの散乱等が認められた．水質調査の結果，1
施設で大腸菌が検出され，飲用不適と判断された．その他
の48湧水施設では，一部に硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
濃度が比較的高い湧水施設があったが，飲用上特に問題と
なる施設は認められなかった．
　稿を終えるにあたり，調査にご協力いただきました道内
各保健所，各湧水施設の関係各位に感謝いたします．
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